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社会環境を背景にして現代の学生の意識と行動をみるとき,自己確立の未熟さや退行現

負,進路選択のあいまいさなどが指摘され1,2･3),それらに付随して,留年,ノイローゼ,

対人関係障害などが表面化している4,5,6)｡そして現在の日本の大学生は,職業的専門的知

識の獲得よりも,むしろ教養志向が強く,これは庇護移動規範と極めて整合的であるとい

われている7)｡ところで看護学生の場合は,看護専門職に就くことを前提とした学校に入

学してくる点で,一般学生とは異っている｡しかし,現代の学生一般に共通したあり方を

示していることでは,変わりはない｡

筆者のみたところ,看護学生の問題は,まず技術実習授業の場面で目につく｡近年,看

護教育に携わる者は,生活閑適動作および対人関係の場面で,学生の様々な問題をつきつ

けられ,悩まされており,看護技術教育をどう展開していったらよいか思案することがあ

る｡この事は,筆者のみならず看護教育に携わっている者が,共通に痛感していることと

思われる｡この実態を反映してか,学生の問題および対応策の試みに関する報告が,目立

ってきている8･9,10)0

例えば, ｢看護学生適性検討委員会｣の報告は11),今日の看護学生の問題が,社会環境'

の急速な変化を背景にしており, ｢本来,人の世話をする専門職業を目指しているにもか･

かあらず,自分の身のまわりの問題を責任をもって果すことができない状況が,顧在化L

つつあるように思われる｣とのべている｡また,氏家は12),看護技術の授業時に学生の変

化に気づいたのが,昭和52年度入学の学生からであり, 52年, 53年頃は｢何とまあ｣とあ
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きれ,一つ一つ教えた,とのべている｡そして55年度入学生から,日常生活閑適動作を洗

港,掃除,食事,裁縫の項目について調査し,その自立レベルを実技テストの評価と関連

づけて考察し,教育方法の検討を行っている｡

筆者が看護教育に携ったのは,ちようど昭和52年からであり,それ以前との比較はでき

ないが,ただ学生をみて〟昔とは変った〟　と感じていた｡そして, 55年に-年次生の｢看

護技術｣の責任担当になったとき,まず,実態を把接して教育に生かそうと考え,学生の

生活背景,気質,および掃除･洗濯･食事に関する生活関連動作について調査を行った0

調査は,入学時(初日のガイダンスの時)に行い,その結果を教育展開の参考資料の一つ

としてきた｡そこで,ここでは当短大看護学科の55年度入学生から60年度までの入学生に

行ってきた調査結果を中心に,学生の実態を報告する｡また,それらを踏まえて試行錯誤

しながら行っている｢看護技術｣授業の状況(主に-年次生),ならびに今後の方向につ

いて,多少の考察を行い合わせて報告する｡

1.入学時における生活関連動作の自立レベルの実態と実習授業

看護は,患者の日常生活の援助が中心となる｡従って,看護者が患者の世話をするとき

まず自分の日常生活一例えば掃除･洗濯･食事に関すること-の自立レベルが,相手の援

助に反映していく｡そこで,入学時の学生を対象に,掃除･洗濯･食事(調理･準備･買

表1看護学生の掃除･洗濯･食事に関する家庭内での実施状況
-看護学科に入学してくるまでの実態-

( )内はパーセント

入学年度 剴SYD�7��56年度 鉄yD�7ゴ吋�7��鉄僖�7��60年度 

項目学生数 剴��������80(100) 塔�������80(100) 塔�����都茶�����

掃除 僊+B.a B.ち C 萄�2宙�8�2繧��管喜)(去3.8) 倬ｨ��茶ｸ��R��雪…)(ig.3) 倩ｨ�2中睦ﾃ2��25…)(…雪.6) 

洗濯 僊+B.a B.b C ��3Vr宙ｮﾈﾅﾂ繧��……)(設o) 侏膤忠Uｲ�2��…2Z)(設o) ��3Fr中vrﾆ��…喜)(45;.0) 

食 事 �+)?�h定���OR�A+B.a B.ち C 撞s｢忠�づつ�…喜)(喜喜.3) �((�2宙�8ﾋ粤2��…冨)(喜喜..) ���W鋳ピhｸ粤2��…7g)(諾.6) 

むこ 関 す る 僣9Z��A+B.a B.ち C ��5｢忠)x�2絣��冤)(574.5) ��8�2茶CX�2繧��…蓋)(芋….8) �"�W鋳ピh��絣��…三)(苧38.4) 

し- と 佩9]�WB�A+_B.a B.b C ���� ��豊82)(芸3.4) 

注) A　家族全員について-a　責任をもって行っていた　　b　時々は行っていた
B　自分のことは-a　自分で行っていた　　　　　b　時々は行っていた

C　ほとんど自分のこともやらなかった
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物･後片付)の自立状況について調査を行った｡その結果は,表1に示した｡ここでは,

自立状況に焦点を合わせてみていくので,アンケートBのb, C (表1,注)参照)以外の

詳細は略す｡

55年度のとき,結果をみて〟はとんど自分のこともやらなかった〟　という人が多いのに

疑問を抱いた｡しかし,学生に直接聞いてみたら,確かに自分の下着の洗濯も自室の掃除

ち,自分では行っていなかったということが分った｡念のため56年度からほ,事前にその

意味で記入するよう説明してから調査した. Bのb JJ自分のことは時々行っていた"とい

う人は,自立レベルでは,ほとんど行わないのに近いと考えられるので, Cと合わせてみ
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図1今までの生活の中で,掃除･洗濯･食

事に関して,自分のことは時々行ってい

た,ほとんど自分のこともやらなかった

という学生の割合(2つを合せたもの)
一表1のグラフー

ていくことにした｡

その結果,掃除に関しては自室の掃除も,

ほとんど自分で行っていなかった学生が20

-30%以上いる｡洗濯に関しては,自分の

下着も自分で洗わず親まかせという学生が,

40-60%以上を占めている｡また,食事の

調理･準備･買物についても同様,ほとん

ど親まかせといってよい学生が,およそ40

-80%いる｡食事の後片付けについても,

昭和60年度のみだが約50%の人が行ってい

ない｡年度の傾向と各事項についてみると,

自立レベルは,生活閑適動作のあらゆる事

項が並行している｡ 57年度入学生について

は,やや自立傾向の高いことが目立ち特異

であるが(図1参照),全体的にみて年々

生活閑適動作の自立レベルは,低下してい

く傾向がみられる｡

機械器具を使う現在の掃除･洗濯は,昔と比べ手を使って放る･拭く･撲む･擦る･乾

す･畳むなどの細やかな動作を必要としない｡従って,現代の人々は,それだけ手の動き

が退化する｡まして,機械器具による掃除･洗濯すら行わない学生が,不器用になるのは

当り前である｡食事についても,関わっていなければ,材料の臭い･触感･切る･刻む･;

挟む･並べるなど手を通した接触感覚と動きは,訓練されない｡また買物を通して得られ

る経済観念･生活感覚は,養われない｡生活様式･環境の変化により,かつての学生と比

ベ現代の学生は,手を通しての感覚や動きが鈍化し,また不器用になったといえる｡従っ

て実習場面でも思いがけない問題が表われる｡掃除･洗濯･物品の救い･後始末など,教

師が行って見せ,手をとり共に行いながら指導していかないと,出来ない学生が目立って

いる｡

毒　この実態に対し, 55年度からきっそく一年次生には,掃除･洗濯･後始末も授業として

廃置づけることにした.カリキュラム上では, -年次に｢物品の扱い一清掃の仕方も
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含む-｣として, 6時間組み入れたのみであるが,実際には実習授業毎の時間延長となっ

た｡掃除,洗濯,後始末は,当番と分担をきめて各分担に教師も加わり,指導しながら共

に行い, 1クールが終了したら,次からは学生だけで行わせるようにした｡ところが,学

生だけではまずどう分担したらよいのか,だれが言いだすのか,どう手を付け始めてよい

のか,全くできないグループがでてきた｡一部の学生達は,清掃ができなくて時間だけ費

すo従って教師は様子をみていて再び-回目と同様に始める｡このくり返しを一年次の間

は行っている｡また夏休み前と学年末の実習室の大掃除を,これも-年次生の授業の一部

として行うことにした｡このようにして2年次生になると,学内に限っては,ほぼ自主的

に行えるようになる｡

-年次生の実習授業では,その度ごと教師は,学生と共に清掃を行っているo体験のな

い学生は,見習いながら体験していかないと,決して自らはできない｡ 〟掃除をしなさ

い〟　と言われても,何をどう始めたらよいのか解らないレベルの人が多い｡学生にまかせ

ておいたのでは,何もできないのが現状である｡アンケートの結果からみて,当然である

ことが解った｡

2.生活体験の裏態と実習授業

昭和30年代以降の急速な社会変化-なかでも家族型態･生活様式の変化-および医療の

近代化は,核家族化,子供数の減少,老人との生活体験の減少,家庭看護の機会や生･死

とであう磯会が少なくなった,などが顛著なこととしてでてきたo

昭和59年度入学生80名を対象に,授業のとき,看護技術と関連の深い生活体験の状況に

ついてアンケートを行った(59年7月5日実施,実施者77名)｡結果は,表2の如くであ

る｡これによると,新生児(生後1ケ月ぐらい迄とした)を見たことのない人が, 21人

(27.2%),死んだ人をみたことのない人が18人(23.4%),重症の病人をみたことのない

蓑2　看護学生における生活体験の状況
一昭和59年度学生77人についての結果,欠席者3名. 59年7月5日調査一

( )内はパーセント

今ま　での体駄事項　[あ　　　る な　　　いl　　備　　　　　　　　　　考

新生児(生後1ケ月ぐらいまで)
を見たこと

56 (72.7) 21 (27.3)

死　ん　だ　人　を　見　た　こ　とl59 (76.6) 18 (23.4)

重症の病人を見　た　こ　とl31 (40.3) 46 (59.7)

看病をしたこと一入院した病人

自宅での病人

入院,自宅共

55 (71,4)

子守をしたこと一乳　　　　児

幼　　　　児

乳児,幼児共

47 (61.0)

※1)

･祖母が入院中2-3時間つきそった
･父が入院のとき一晩つきそった
･母が自宅でねていたとき1-2日

用事をたした
･療養中の妹が自宅に外泊のときつ

きそった
等も含む｡

諺;2)

･従姉妹の子供を2-3時間あずか
った

･幼児を1日あずかった
･隣の子供のあそび相手をした

等も含む｡
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人が, 46人(59.7%)であった｡また,看病の体験を病院･自宅に分けて質問した結果は,

病院で看病をした体験のある人は11人,自宅で看病をした体験のある人は6人,入院･自

宅ともに体験のある人は5人で,合計22人あった｡体験内容では,本人が責任をもって家

人の看病に当ったという人もあるが,例えば父母･祖父母などの看病で家人が留守のとき,

1-2時間世話に当ったとか,母がカゼでねていたので用事をたした,という内容のもの

も含まれている｡これらの体験がないと答えた人達は,全く病人と関わりを持ったことが

ない人達と考えてよい｡そのような学生は,全体で55人(71.4%)である｡次に子守の体

験について,乳児･幼児とに分けて質問したが,乳児についてのみ子守体験のある人は4

人,幼児のみの子守体験のある人は17人,乳児･幼児とも子守体験のある人は9人で,令

計30人であった｡この内容は,例えば,弟妹に該当者がいて生活を共にした人もいるが,

中には従姉妹の子供を2時間程あずかった,隣の子供の遊び相手をしたと,いう人も含ま

れての人数である｡残りの47人(61.0%)は,全く乳幼児と関わった体験のない学生であ

る｡

以上から,近年の看護学生のほぼ3-7割以上の人たちが,それまでの約20年間に,人

生の生･死に関わる体験,また乳幼児･老人などと関わった体験を持っていない｡

これら学生の家族背景について, 55年度以降のアンケ-トから関連する事項についてみ

ておく｡まず,核家族世帯の比率と同胞数を表3に示す｡ 55年度から60年度までの,看護

学生についてみると,核家族世帯の比率は,およそ58-69%である｡同胞数をみると, 55

年以降の当校の結果からも, 2人以下の人が約62-80%以上を占め,同胞数の減少は著し

い｡表2に襲われた生活体験の実態は,核家族世帯の増加と,同胞数の減少傾向という,

家族背景も閑適しているといえる｡

ところで,一年生の臨床実習のとき担当指導者から, JJ学生はただ黙って立っているだ

け′/ "何にも手が出せないll JJこんな学生は今までに始めてだ〟　といった感想が多く出され

たのは, 55年, 56年であった｡臨床に行くと緊張と恐れを抱いて,極端に患者と関われな

くなる学生が目立っている様に感じられる｡また,学生が〝患者さん〟　と言う時,全く別

な特殊な人の如く受けとめていると感じられる場面が目立つ(例えば,一年生の感想文に

表3　看護学生の家族背景一核家族世帯の比率と同胞数一

( )内はパーセント
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｢患者さんは,ふつうの人と変わりなく歩いて話していてびっくりした｣など)｡病人と

関わった体験が全くない学生たちは,授業から聞く　〟病人′=′患者〟　ということばから,

特別なイメージを作りあげていくのかも知れない. JJ病人′'JJ死んだ人"などと身近な関わ

りがないと,自分と連続した繋がりのある同質のJJ人"という実感が持てなくなるのかも

知れない｡

以上の学生に対してほ,知識レベルの学習より体験学習が必要になる｡それは,できる

だけ実際場面で人との関わりを介した体験学習をさせることが必要である｡例えば足浴の

とき,洗面器にどのくらいの湯を入れておけば,患者の足を入れたとき湯がこぼれなくて

ちょうどよいか,という判断は,アルキメデスの原理を知識レベルで充分知っていても,

相手と関わりながらの実際体験がないと,スム-スにはできない.また, 〟水は低い方に

流れる〟　という当然のことについても,容器が傾いて衣類を濡らした失敗をして,始めて

次に傾かない安定させる事前の工夫がでてくる｡相手への配慮も,関わりの場面を通して

学び,身についていく｡これらの体験を,ほとんどしていないのが現代の学生たちだとい

える｡従って,このような学生に必要なことは,相手と関わりながら行為する体験場面を

多く持たせることである｡そして,指導者は,学生の行為を見ていて学生が失敗体験を経

て自ら体得していくのを見守ることから始める,ということが,基礎的看護技術教育の出

発点となると考える｡しかし,現実に即して教育を展開していくには,どうしたらよいの

か思案している｡

55年度までの学内実習では,学生は看護者･患者役のどちらかの体験実習を行い,後は

自学自習モこまわしていた.しかし,この方法で学生に自学自習を強制しても,効果的でな

いと思われた｡そこで, 56年度からは一年生は80名全員が,実習授業の時間内に看護者･

患者役の両方を体験するように展開を組んだ.この展開方法は,当魚授業時間の延長とい

う結果になったが,学生のレポ-I,感想文をみると,以前より効果が表われてきている｡

3.人学動機の変化と実習授業

1)入学動機,志望決定時期の実態

上記でのべた如く,現在｢看護技術｣の授業は,規定外に費す授業時間が多い｡一回の

実習授業の度毎に,平均3-4時間の規定外時間を要している｡学生は,この外に実技テ

ストや臨床実習に行く前には,自学自習を行う｡一般学部の学生に比べ,看護学生は,カ

リキュラムにゆとりがないと言われているが,現在の看護学生が技術を体得していくため

には,以前の学生よりも一層の努力が必要となり,身心の負担は大きいといえる｡このよ∃

うな中で学生が,前向きに取組める状況は,学生の看護への志向が大きく左右するだろう占

まずは,看護学生の入学動横をみておこう. 55年度以降, 60年度までの学生の入学動磯

について,表4,表5に示す｡表5は,該当する事項3つを選ばせた結果であり(2つ,

あるいは4つ選択した者が数名いたため総数が異っている)｡表5は,そのうちで最も強

い動機となったもの一つを選ばせた結果である｡
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これによると,最も多いのは''専門職を身につけ自立したい"という者で,表4では30

-40%以上を占めている｡これに加え, 〝経済的に安定しているから〝 "将来家庭に入って

も役立つから〟　という答えは,実利的側面として類似した動機とみてよいだろう｡これら

紘,約半数になる｡現代の看護学生に,専門職,経済志向が多いということは,全国医療

技術短期大学協議会が調査した結果13),昭和54年看護学生の全国調査の結果14),また看護

学生に関する調査研究会の報告15)でも同じ傾向を示している｡島村ものべているが16),｢資

格獲得によって安定した生活を確保する手段,と考える看護学生が多くなっている｣とみ

てよい｡次に多いのは,奉仕志向で表4からみると,約10-25%あるo次はJJ自分に適し

ていると思う'1着が,約4-19%ある.また, J一他人志向･無目的〟　としてまとめたもの

が,およそ3-8%ある｡

…次に,看護婦になる志望決定時期の結果を表6でみると,高校のときの決定がもっとも
多い.高校･中学･小学校を合せてみると約70-80%あり,高校までに決めている者が多

い｡ 〟まだそのつもりになっていない〟　という者は,約6-15%の割合でいる｡

以上から,生活体験が少なく実利的志向を持って入学してくる学生たちは,掃除･洗濯
'を含めた実習授業の時間外や延長を,どう受けとめているのだろうか｡ことに他人志向･

無目的と思われる学生たちは,どう受けとめているのだろうか｡この点は,教育上興味あ

るところだが,個々の追跡を行っていないので,今後の課題としておく｡

表4　看護学生の入学動機一最も強いもの1つについて-

( )内はパーセント



表5　看護学生の入学動機-3項目選択-

( )内は学生数に対するパーセント
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55年度 鉄iD�7��57年度 鉄吋�7��59年度160年度 

80人 塔��ﾂ�80人 塔��ﾂ�80人J79人 

実自
専門職を身につけ自立したい

利立l経済的に独立したい

6…)｡;三. 8) 1579)(……. 5) F5言)(……. 8) l6言)｡;≡. 5) I;25)(7,76. 3) F5三)(762. 9)

'.i.;i;詳:I.ll-_･'i:一㌦ ∴J ･::嵩≡ :
17 (21.3)

28 (35.0)

ll (13.8)

25 (31.3)

18 (22.5)

25 (31.3)

12 (15.0)

33 (41.3)

19 (24.1)

31 (39.2)

l雷管酢なるのが適していl 3 (3･8) l19 (2318) l30
(37･5) I19 (23･8) l29 (36･3) l31 (39･2)

他大学におちたので

周囲からのすすめで

何となく

匪族親類に病人がいたからllO (12･5) I 9 (11･3)
ll (13.8) 10 (12.5) 10 (12.7)

恒いときからのあこがれ17 (8･8) E 9 (11･3)
10 (12.7)

Lその他　　　　t7 (8･8)L2 (215)

計注)　l225　1237

荏) 1人が2項Elあるいは4項目に○印した者が数名いたo

表6　看護婦志望の決定時期について

( )内はパーセント
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表711入学時看護婦志望だった学生(51人)の1年後の気持
57年度入学生80名のうち解答者76名について-58年1月12日のア1/ケート調査より-

23

項目 ��ﾉ�B�理由備考※ 

現在も看護婦を志望してい る老 �#��ﾂ�※このうち2人は,看護婦を思うと自信がない,入学時と .大変だ,という但し書きれている芸芸志言 

看護婦以外の看護.医療職 悼�ﾂ� ･進学していろんな資格がほしい(3).保健婦を �,(*ｸ+ﾘ*"�

を希望するようになった老 刳�]する(2).養護教諭になりたい(1).医療事 亢9G�,ﾈ�"�

務か保健婦になりたい(1).助産婦になりたい(1) 

〟迷っている′‥Iわからない〝 ��･自分にやっていけるかどうか自信がなくなつ ��た,不安(8).自分に向いているか不安(2).也 亢9e�*ｩ¥�ｲ�
JJ前よりその気がうすれて ��9�ﾂ�格的にあわないと思えてきた(1).きびしい(1)した者 

いるlIと答えた者 ��･自分は,不溶用でとろいから向かないのではな 茶#9�ﾂ��

いか(1) 

JJ看諺婦になりたくないll J'学校をやめたい■lと答え た者 �)�ﾂ�･看護婦として働いていく自信がない 

･学校が嫌い.講義がだるい,さみしい 

計 鉄��ﾂ� 

表7-2　入学時看護婦志望でなかった学生(25人)の1年彼の気持
57年度入学生80のうち解答者76名について-58年1月12日のアンケー71調査より-

項　　　目l人数l　　理　　由　　備　　考※

現在も看護婦を志望して

いない者

･別にやりたいことがある(1)

･看護婦の仕事は大変である(1)

※記述のない者(6)

始めから看護婦以外の看

護･医療職を希望してい

た老

保健婦希望(1)

他大学大学部-行きたかったが不合格だったので保健

婦を希望(1)

養護教諭を希望(2)

時持わい学気変な入とがら者

看護婦志望に気拝が変っ

た者

よい仕事だと思えるようになった(3)

すぼらしい職業だ(1)

講義,実習を通して看護婦の職業に興味がわいた(1)

実習やいろいろ学んだことから,看諺婦になってもい

いと思った(1)

自分のため家の人のためにもやる気がしてきたく1)

このままい桝で,やるしかない(1)

やるしかない(1)

看護婦にならなければいけない気拝になってきた,そ

の気で実習しないと無意味だし患者にも悪いと思う(1)

ここへきた以上,看護婦にならないとすくわれない(1)

看護婦になれたらそれでいい,他にやりたいものがな

いから(1)

･まだはっきりしないが,看讃婦にあこがれている

気拝が
変化し
た者
(13人)
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ここでみた学生の入学動機の実態は,入学後変化していく可能性がある｡教師は,その

実憩を踏まえて,どう教育していくかが課題になる｡

2)入学から-年後の看護志望意識の変化

看護学生の短大への入学動機は,入学後に変更する可能性がある｡ここでは,学生の入

学時の看護志望に対する意識が,一年後にどのように変ったかの実態を表7-1 ,表7-

2に示す｡これは, 57年度入学生の一年後(昭和58年1月12日アンケート調査実施,解答

者76名)の実態である17)0

表7-1は,入学時に看護婦志望だった学生(51人)の一年後の気特についてであるo

これによると,入学時と変らず現在も看護婦を志望している者は28人いる｡この内には,

〟どういう看護婦になりたい〟など将来の夢や希望を書いている者も数名ある一方, 〝看

護婦を思うと自信がない′=J大変だ"と,消極的様子がみられる者も2名いた｡次に,看

.護婦以外の医療職を希望する気拝に変化した者が, 8名いる｡理由はJJもっと資格がほし

い"が3人おり,他は,理由は特に記してないがJJ保健婦･養護教諭･助産婦志望〝など

である｡次に,入学時は,看護婦志望だったが,現在は,当初の気拝に迷いが出てきてい

る者が13人あるo理由は, 〟自分にやっていけるかどうか自信がなくなった,不安だ〟　とい

う者が8人, J'自分に向いてL･､るか不安Jlという者が2人,あとJJ性格的に合わない" JJき

びしい′′ JL自分は不尊用でとろいから向かないのではないか〟　という者が,各々1名ずつ

:あった｡迷っている者の理由は,共通して看護婦になることへの自信喪失と不安である｡

次に, JJ看護婦になりたくない′HJ学校をやめたい〟　という気特に変化した者は2人で,港

.1由は, JJEI信がない′HJ学校が嫌い･講義がだるい,さみい､"というものである｡

表7-2は,入学時は看護婦志望ではなかった学生(25人)の, -年後の気拝について

:である｡それによると,入学時と変らず,現在も看護婦を志望していない者は8人いる｡

l理由は,特に記述してない者が6人あり,外は, JJ別にやりたいことがある′J JJ看護婦の仕

事は大変である"と記した者が一名ずつあった.また,入学時と変らず, JJ始めから看護

婦以外の看護･医療職を希望していた〝者が4人いる｡理由は,記述してないがその内訳

丁は,保健婦･養護教諭の各々2名ずつである.次に,入学時は,看護婦志望ではなかっ缶

が, 〟現IiEは看護婦志望に変った1'者が12人いる.理由は, 〟よい仕事だと思えるようにな

った〟が3人, JJすぼらしい職業だI'〟講義･実習を通して看護婦の職業に興味がわいた〝

. JJ実習やいろいろ学んだことから看護婦になってもいいと思ったII JJ自分のため家の人の

=ためにもやる気がしてきた"という者が,各々1名ずつあるo　この他表7-2に示す如く,

JJここまでやってきたのだから,やるしかない〟　という演の者が4人,この外JJ他にやり

たいこともないから〟　という者も1人いる｡また, I/現在迷っている〝その理由はJJまだ

はっきりしないが,看護婦にあこがれている〟　というものである.

以上の実態をみて,学生は入学後の一年間に迷いながら,揺れ動きながら気特が変化し

ていることが解る.この迷いは,恐らく学生生活の間続き,その後に確固たる方向に定ま
1

-っていくもq)と思われる_｡二号.ラ_上P"Z冬が延長し, _自立t/づルが低い現代の学生たちは,
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看護壇大へ入学してからの生活で,大きな試練を強いられるといってよい｡学生は,患者

への援助場面を通して,しばしば自分自身の問題に直面せざるを得ない｡その内から学生

は,今までの生活･意識を変える努力をしなければならなくなる｡このと普,学生は,自

分の職業志向に対する姿勢を自問自答せざるを得ないだろう｡学生の入学動機でもっとも

多いのは,資格取得,経済志向である｡看護専門職に必要なことは,単なる資格･経済志

向ではなく,人の世話をすることに意義と喜びを感じる奉仕志向であるといえる｡この部

分に,看護の職業を志向する基本が根ざしていないと,厳しさや困難にあったとき根本的

な迷いになると思われる｡

このような学生の状況を踏まえて,とくに一年次生の時期に教育上必要なことは,看護

専門職への動機づけだと考える｡その動機づけの効果は,学内の授業から待られるよりも

臨床現場の内から得られるものが大きい｡学生の臨床実習後のレポートに,しばしば書か

れていることは, ｢私もあの看護婦さんのようになりたい｣ ｢私もあのような看護ができる

ようをちなりたい｣ ｢看護がこんなに素晴らしいと思ったのは始めてだ,この道を選んでよ

かった｣などである｡看護教育の基本的なことは, JJこうするべき,こうあるべき〟　を教

授することではなく,実際の看護場面を見せることであり,その方がはるかに効果的であ

るoその意味で,教師はもちろん,先輩,指導者のP-ル･モデル(Role model)の役

割は大きい｡学生が,志向したくなる看護のイメージが持てるような,教育場面の投供が

できることを努力目標にしている.

この一年間の学生の変化は,ある意味では看護教育の評価でもある｡

4.普よめ- ｢看護技術｣授業の方向一

看護は人と人との関わりを基に展開していく｡看護行為は,対象に対する援助行為であ

り,援助(Help)とは,｢個人が自分がおかれている状況下で,有能に機能を発揮する能力

を妨害するようなものを克服できるようにする何らかの方法(手段),または行為J18)と考

えられる｡看護行為は,看護者の全人格的関わりであるが,その人の事を介して為される

場面は多い｡主に看護者の手を介しての援助は, ｢看護技術｣の授業科目として,大きな

位置を占めて教育されている｡

上記でみてきた学生の実態は,講義･筆記テストでは気付かれないが,変化はまず学内

の実習および臨床実習の場面においてみられる｡実習場面において学生は,手の不浄用と

同時に,対人関係,全体の状況場面との関わりに変化を表わしている｡例えば,相手への

配慮の欠如,初歩的な日常のことばかけ,ことば使いができないことから,極度の緊張,

ストレス,自己防衛のための無関心･否認と思われるものなどである｡これらの変化は,

今までみてきた学生の生活実態からある程度納得できる｡学生の実態を踏まえて｢看護技

術｣の授業展開は,まず〟行ってみせる′=`共に行う′=`体験させる〟を基本にしている｡

そして,学生には,実際に対象との関わりを通して学ばせることが基本的に必要なことで

あると考えて努力している｡
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現在の看護学生は,看護技術を習得していく為に,従来にも増して努力が必要である｡

教師側も,学生の質的変化をふまえて目標レベルを保つべく,規定外授業時間を増さざる

を得ないのが現状である｡実習授業展開は,まず実際場面を通して体験学習の機会をどう

作っていくかが課題である｡例えば,学内での体験学習には限界がある｡学内で80名の学

生実習は,学生同志のシュミレーションモデルで行う方法以外でほでむずかしい｡学内で

熱心な学生ほど,現場で混乱し,戸惑う事例にであうが,生活体験の少ない学生にとって

紘,実習体験が実際に即したものになりにくいからだと思う｡かつての看護学生は, 〝見

習い実習〟　というものがあった｡じゃまにならないように,手伝える範囲の雑用をやらせ

てもらいながら,看護者の後について見て廻っていた｡異論はあるにしても,基本的には,

このような教育が現在の看護学生にとってほ,とくに必要な要素の一つであると考えられ

る｡しかし,この場合も80名の学生の展開方法と時間に問題が生ずる｡

学生の実態をみて,教育目標(看護専門職に就く人を教育すること),学生数,看護教

師数が現状のままで進められていく限り,卒業時看護学生の質的レベルダウンは,避けら

れないだろう.期定外の授業時間延長を続けることには,限界がある｡看護専門家を教育

するためには,かつての学生の状況とは質的に異ってきている実意をふまえて教育にあた

らないと,看護の質的低下を招くことは明らかである｡看護専門家になる為には,単なる

資格取得,経済志向だけでは適さない｡

社会病理現象が顕著になっている現在,治療･予防･健康増進のあらゆる場面に,より

良い看護専門家が必要とされる時代である｡現代の看護学生の,入学後の看護専門教育に

おいて教育する側の責任は大きい｡

おわBJに

最近, ｢看護技術｣の実習授業の場面で思案し,模索している｡ここでは,現在の看護

学生の実態報告と,補足的に｢看護技術｣授業展開の現状,および私見をのべたo看護短

大教育の本質論とも関わりながら,実習授業の内容,展開の工夫,そして評価をしていく

ことが今後の課題である｡
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